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テキストボックス
　肉腫の患者の約半数が経過中に遠隔転移を生ずる。肺転移が最多で最も多い死因であり、肺転移の治療は重要である。我々は肉腫の肺転移に対し当院にてラジオ波焼灼術を行った46症例・144病変において、局所制御率、合併症、生存期間とそれに関連する要因を後方視的に検討した。局所再発は22/144腫瘍で見られ、一・二次制御率は1年で83.5%と90.0%、2年で76.3%と81.4%だった。National Cancer Institute Common Terminology Criteria for Adverse Events, Version 4.0にてgrade 3以上の重篤な合併症はなかった。観察期間中に生存していたのは28/46症例(60.9%)で、1,2,3年生存率は80.6%,70.1%,47.1%であった。単変量解析では肺外転移の存在(p=0.005)、焼灼術時の残存病変の存在(p=0.009)、焼灼後の無病生存期間が12か月以下(p=0.015)が有意な予後不良因子だった。肉腫の肺転移に対するラジオ波焼灼術は良好な局所制御が得られ安全であり、有効な治療選択肢と考えられる。
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